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県
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
沖
縄
県
名
護
市
長
選
挙
の
結
果
を
受
け
た
内
閣
官
房
長
官
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
四
日
に
執
行
さ
れ
た
名
護
市
長
選
挙
の
結
果
は
、
名
護
市
民
の
民
意
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

御
指
摘
の
発
言
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
、
内
閣
官
房
長
官
を
長
と
す
る
沖
縄
基
地
問
題
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
特
定
の
前
提
を
置
か
ず
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
手
続
に
つ
い
て
、
一
般
論
と
し
て
、
関
係

地
方
公
共
団
体
の
同
意
が
法
定
の
要
件
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
内
閣
官
房
長
官
を
長
と
す
る
沖
縄
基
地
問
題
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
特
定
の
前
提
を
置
か
ず
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
全
保
障
上

一



の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
過
去
の
日
米
合
意
や
平
成
二
十
一
年
九
月

九
日
の
「
連
立
政
権
樹
立
に
当
た
っ
て
の
政
策
合
意
」
を
踏
ま
え
つ
つ
精
力
的
に
検
討
を
重
ね
、
米
国
と
も
調
整
を
し
て
理

解
を
求
め
た
上
で
、
本
年
五
月
末
ま
で
に
政
府
と
し
て
具
体
的
な
移
設
先
を
決
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

二


